　　有事法制関連三法案


　　　　――　もう廃案しか道はない
　　　
　　　　　　　　　　　　１　はじめに　－　審議経過と問題点　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　（１）有事法制関連三法案をめぐる経緯

　　　　　　　　　　　　　　　（２）強行－中断－再開－散会　　審議迷走の意味するもの
　　　　　　　　　　　　２　武力攻撃事態と武力攻撃　　　　　　　　　　　　　 3

　　　　　　　　　　　　　　　（１）武力攻撃事態の要件・基準　（２）具体的事例ではどうなる　

　　　　　　　　　　　　　　　（３）「武力攻撃」とはなにか　（４）手続　
　　　　　　　　　　　　３　自衛隊の行動・武力行使　　　　　　　　　　　　　 6

　　　　　　　　　　　　　　　（１）武力攻撃事態法と自衛隊　（２）「予測」段階の自衛隊

　　　　　　　　　　　　　　　（３）武力行使はいつから　（４）２つの「武力攻撃」
　　　　　　　　　　　　４　武力攻撃事態と周辺事態　　　　　　　　　　　　　 9

　　　　　　　　　　　　　　　（１）周辺事態と米軍・自衛隊の行動

　　　　　　　　　　　　　　　（２）周辺事態と武力攻撃事態の併存
　　　　　　　　　　　　　　　（３）「併存事態」での日米の調整　（４）「併存事態」と自衛隊

　　　　　　　　　　　　　　　（５）米軍支援は最後まで貫徹
　　　　　　　　　　　　５　武力攻撃事態と自治体・企業・国民　　　　　　　　14
　　　　　　　　　　　　　　　（１）戦争遂行義務・協力義務　（２）地方自治体と武力攻撃事態
　　　　　　　　　　　　　　　（３）民間企業・報道機関と武力攻撃事態
　　　　　　　　　　　　　　　（４）戦争協力義務と国民生活
　　　　　　　　　　　　６　おわりに　－　論戦が明らかにしたもの　　　　　　19
　　　　　　　　　　　　　　　（１）衆議院での論戦はなにを示したか
　　　　　　　　　　　　　　　（２）「構造的欠陥法案」であることこそ本質

　　　　　　　　　　　　自由法曹団
PAGE  

